
広島国道事務所からの
お 知 ら せ

休山改良 完成後の整備効果をお知らせします。
～４車線化により走行環境が改善されました～

令和３年３月２日

同時資料提供先：合同庁舎記者クラブ
広島県政記者クラブ
中国地方建設記者クラブ

平成３１年３月１０日（日）に２車線から４車線化しました、休山改良の完成後の整備効

果について、取りまとめましたので、お知らせします。

（問い合わせ先）

国土交通省 中国地方整備局 広島国道事務所

副所長 景山 浩孝（かげやま ひろたか）

【担当】計画課長 北城 崇史（きたじょう たかふみ）

TEL(082)281-4131（代表） FAX(082)286-7897

○広島国道事務所ホームページ https://www.cgr.mlit.go.jp/hirokoku/

道路の異状を発見したら・・・ 道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

（１）所要時間の短縮

休山改良の完成後、旅行速度が向上し、本通一丁目交差点～先小倉交差点間の所要時間が、約17分→

約12分となり、約5分短縮されました。

（２）死傷事故件数の減少

事故等に起因した通行止めについて、4車線化後は発生回数と通行規制時間が減少しています。

（３）空港アクセスの向上

最大遅れ時間が約16分→約10分となり、約6分改善され、ばらつきが減少しました。

（４）救急医療活動の支援

呉市消防局東消防署管内から呉医療センターへの搬送について、搬送時間が約14分→約11分となり、約

3分短縮し、患者への負担が軽減され、また、緊急車両の走行性も改善しています。

＜効 果＞
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■写真：トンネル入口付近（長迫側「西側」）の状況

車線減少により

交通容量不足

至 三原市 至 三原市

至 広島市 至 広島市

（１） 所要時間の短縮

（２） 事故による通行止め影響の縮減

（３） 空港アクセスの向上

（４） 救急医療活動の支援
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一般国道185号 休山改良事業概要
一般国道１８５号 休山改良事業

1

•一般国道１８５号休山改良は、交通渋滞の緩和や交通安全の確保等を目的とした、呉市本通６丁目と呉市阿賀中央６丁

目を結ぶ延長２．６㎞の整備事業であり平成３１年３月１０日に４車線化が完成しました。

計画概要

やすみやま

くれ ほんどおり くれ あ が ちゅうおうやすみ やま

起 終 点
起点：広島県呉市本通６丁目

終点：広島県呉市阿賀中央６丁目

延 長 約 ２．６㎞

車 線 数 ４車線

開 通 平成３１年３月１０日

標準断面

開通区間
（H31.3.10）

下り線 上り線

完成後

完成前

暫定2車線供用
（H14.3開通済）

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）

完成前 完成後

くれ ほんどおり

くれ あ が ちゅうおう

かいりょう

至 三原市

至 広島市

至 三原市

至 広島市

写真① 写真①

▲完成前：休山トンネル西口交差点付近 ▲完成後：休山トンネル西口交差点付近
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一般国道185号 休山改良
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整備効果① 所要時間の短縮
休山トンネル周辺で発生している交通渋滞の緩和により所要時間が短縮

•並行する呉越峠の交通が休山新道に転換したことにより、休山改良区間の利用交通割合は約5％増加しています。

•特に、上り線はスムーズな交通が確保され、速度低下が大幅に改善されています。

•4車線化完成後、朝夕ピーク時において所要時間が約５分短縮されました。

・休山トンネルは、朝夕の通勤時間を中心に慢性的に混雑が発生し
ていました。

・呉方面（上り）に向かう際の渋滞は休山トンネルがボトルネックでした
が、4 車線化により渋滞が解消され、呉・広間における交通がスムー
ズになりました。

自治体の声

（R元年7月 呉市交通政策課ヒアリング結果）

渋滞状況の変化（上り方向）

写真 写真

2

【完成前】

旅行速度の変化（平日昼間平均）

77% 82%

23% 18%
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出典：【完成前】平成27年7月15日（水）調査結果
【完成後(R2)】令和2年9月16日（水）調査結果

交通量の状況（休山改良・呉越峠）

呉越峠

休山改良

完成前(H27) 完成後(R2)

呉越峠の交通が
約５％休山改良へ転換

（401百台/日） （410百台/日）

（89百台/日）（118百台/日）

出典：ETC2.0プローブデータ（平日）
完成前（暫定２車線）：H30.10、完成後（4車線）：R2.10

※昼間12時間(平日7:00～19:00）の平均旅行速度
※休山トンネル西口～休山トンネル東口区間で算出

下り

上り

519百台/日 499百台/日

【完成後】 ４車線化により

交通容量を確保
車線減少により
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呉
市
本
通
６
丁
目

呉
市
阿
賀
中
央
６
丁
目

く
れ
し

ほ
ん
ど
お
り

く
れ
し

あ

が

ち
ゅ
う
お
う

休山改良 2.6km（起） （終）

県

瀬
野
呉
線

主

呉
環
状
線

主

呉
平
谷
線

呉市役所

休
山
ト
ン
ネ
ル

東
口
交
差
点

至

三
原
市

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

く
れ
前
交
差
点

本
通
一
丁
目
交
差
点

先
小
倉
交
差
点

休
山
ト
ン
ネ
ル

西
口
交
差
点

平成31年3月10日
４車線化完成

至

広
島
市

写真

Ｎ

H27.7.30 7時台 R1.11.5 10時台

【凡 例】
高速道路

直轄国道
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主要地方道

その他道路

主要渋滞箇所

6車以上 4車 2車
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6車以上 4車 2車

所要時間の短縮（上下平均）
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【完成後（4車線）_R2】

約１７分

【完成前（暫定２車線）】

出典： 【完成前（暫定２車線）】ETC2.0プローブデータ H30.10（平日）上下平均
【完成後（4車線）】ETC2.0プローブデータ R2.10（平日）上下平均
※ピーク時(7,8,17,18時台）の平均旅行速度



一般国道185号 休山改良

休山改良の死傷事故の発生状況

•休山トンネル付近では、4車線化完成前で事故等に起因した通行止めが約2～3回/年発生していましたが、4車線化後は発
生回数と通行規制時間が減少しています。また通行止め時に発生していた大幅な迂回についても解消しました。

•4車線化完成後、渋滞が緩和され追突事故等が減少するなど死傷事故件数は約3割減少しています。

•休山改良4車線化により全面通行止めがなくなったことで、地域を結ぶ幹線道路としての機能が高まっています。

3

整備効果② 事故による通行止め影響の縮減
通行止め時の大幅な迂回が解消

（R2年2月 呉市広支所ヒアリング結果）

・休山トンネルでの通行止めによる通行
断絶が起きないことは大きな効果と感
じている。4車線化前は事故等の通行
止めで呉越峠を大きく迂回しなければ
ならなかったが、4車線化後はそういっ
た事象は起きていない。

・休山トンネルが4車線化開通したとこ
とで通行止めがなくなり、業務を通常
通り行う上でとても助かっています。

地域の声

休山トンネルでの事故等による年間通行止め実績

出典：広島国道事務所資料

※開通前：H27.4～H31.3.10
開通後：H31.3.11～R2.9
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追い越し車線に停車した故障
車両と駆けつけた警察車両

事故発生時等におい
ても通行が可能に
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通常時
休山トンネル利用の
平均所用時間約5分

H27.4通行止め時
呉越峠利用の
所用時間約36分

出典：民間プローブデータ
（休山トンネル東口～休山トンネル西口交差点）
※通常時_休山トンネル経由：H27.4～5（8時台）
※通行止め時_呉越峠経由：H27.4.22（8時台）

【凡 例】
高速道路

直轄国道

補助国道

主要地方道

その他道路

主要渋滞箇所

6車以上 4車 2車

6車以上 4車 2車

6車以上 4車 2車

4車線化後の
通行止めが
大幅に減少

出典：交通事故統合データベース、広島県警察本部提供データ
・開通前：H29.4～H30.8 開通後：R1.4～R2.8
※集計区間は、休山トンネル東口交差点～西口交差点

（1月～3月）



一般国道185号 休山改良

広島空港

馬木
IC

整備効果③ 空港アクセス向上
呉駅から広島空港へのアクセス性向上
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エアポートバス「呉広島空港線」
1日あたりの平均利用客数の推移

バス会社の声

・休山トンネルの4車線化により、この区間を通

行する時間は短縮された感覚があります。

・エアポートバスはもともと時間に余裕を持たせ

て運行しているので、遅延が緩和されたこと

で、運転手は気持ちに余裕を持って走行で

きるようになりました。また、お客様の不安も

解消されたのではないかと思います。

（R元年7月 広島電鉄株式会社 ヒアリング結果）
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呉広島空港線エアポート運行経路
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空港行き 呉駅から阿賀駅間
の所要時間の信頼性
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「呉広島空港線の概要」

（凡例）

主要渋滞箇所

写真①
写真①

4

H28H26 H27 H29 H30 H31
（R1)

（人/日）

出典：広島電鉄株式会社

整備前：バスが渋滞に巻き込まれている状況
（休山トンネル西口交差点付近）

整備後：渋滞が解消され、バスが走行している状況
（長迫側（西側）坑口付近）

写真②

写真② 休山トンネル4車線化後のバスの走行状況

至 休山トンネル西口

出典：ETC2.0プローブデータ
※完成前：H30.10 平日、完成後：R2.9 平日
※各時間帯別の上下5％を特異値として除外

（分）

約16分

約10分定刻からの
最大遅れ時間が
約16分から
約10分に改善

•エアポートバス「呉広島空港線」は、H26年から利用者が増加傾向となっています。

•休山改良4車線化後、時刻表における所要時間からの最大遅れ時間が約16分から約10分となり、所要時間の信頼性が改
善したことで、呉駅から広島空港へのアクセス性が向上しています。

やすみやま かいりょう

増加傾向

運行便数：1日9往復
※現在は新型コロナウイル
スの影響により、1日2往復
に減便して運行。
（R3.2現在）

東広島呉自動車道
H27.3全線開通

（年）

休山トンネル
H31.4車線化



一般国道185号 休山改良

休山トンネル下り 阿賀中央1丁目付近（R1.10.3撮影）

整備効果④ 救急医療活動の支援
円滑な救急搬送による患者負担の軽減

•呉市消防局東消防署管内から呉医療センター(三次医療施設)への搬送は、休山トンネル入口付近の渋滞による搬送の妨げ
や、トンネル内のセンターライン上にあるポールが追い越し時に支障となり、現場到着に時間を要していました。

•休山改良4車線化完成後、広方面から呉医療センターへの搬送時間が約３分短縮し、患者への負担が軽減され、緊急車両
の走行性も改善しています。

呉市消防局 東消防署管内の救急搬送
至 東広島市

至

広
島
市

休山改良 2.6km
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下蒲刈
6名

蒲刈
7名

豊
12名

安浦
67名

広
196名

阿賀90名

郷原
31名

豊浜
10名

地区名

令和元年の東消防署管内から
呉医療センターへの搬送人数（名）

・休山トンネル付近は通勤時間帯は混雑していたのですが、4車
線化により搬送時間が短縮され、比較的いつでも同じような時
間で走行可能になりました。対面通行であった以前は、車両の
追い越しをする場合、反対車線にはみ出して走行する必要が
ありましたが、4車線化により安全性が増しました。

・また、追い越しでのセンターラインのポールを避けた蛇行運転が
無くなったため、車内での救急活動が行いやすくなりました。

消防署の声

凡 例

消防署
二次医療施設
三次医療施設

呉市消防局
東消防署管内

川尻
34名

広域な東消防署管内で
発生する年間約490人
の救急搬送を担う

Ｎ

先小倉

本通一丁目

5

緊急車両の走行性改善

・休山トンネル4車線化（片側２車
線）により、緊急車両が走行しや
すくなり、即座に駆けつけること
が可能となりました。

警察署の声

（R元年9月 呉・広警察署ヒアリング結果）

東消防署管内から呉医療センターへの搬送状況

対向する車両やセンター

ポールが障害となり

追い越しが出来ない

【完成前】
対面交通
2車線

救急車両の走行性改善 （R元年7月 呉市消防局ヒアリング結果）

【完成後】
片側2車線
（４車線化）

写真①

搬送人数の推移

H27 H28 H29 H30

（名/年）

出典：呉市消防局提供データ

空いた中央部を
走行する緊急車両

仁方
28名
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平均
490.8
名/年

スムーズな走行が可能

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

約14分

約11分

3分短縮

完成前

完成後

（分）

出典：呉市消防局提供データ
【完成前】H30.4.1～H31.3.9、【完成後】H31.3.10～R2.12.31

※朝ピーク7～8時台、夕ピーク17～18時台の搬送時間平均（95％タイル値）

広地区から呉医療センターまでの搬送実績時間


